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「
（
前
略
）
此
節
私
方
へ
黒
川
何
が
し
と
申
薗
学
生
参
り
居

申
候
。
こ
れ
は
一
体
加
州
の
産
に
御
座
候
が
、
幼
年
の
節

よ
り
長
崎
に
遊
び
て
、
閏
学
致
修
業
中
事
達
者
な
る
事
に

御
座
候
。
此
節
表
に
て
第
一
等
に
唱
へ
ら
れ
候
も
の
に
御

座
候
。
こ
の
人
漢
学
に
は
甚
だ
不
案
内
之
事
も
候
故
に
、

私
に
益
を
求
め
候
、
念
慮
か
ね
て
候
ひ
し
所
に
、
又
私
に

於
い
て
は
蘭
学
に
不
案
内
に
候
間
、
互
い
に
そ
の
長
所
を

交
易
い
た
し
候
は
ん
と
約
し
候
で
、
此
節
呼
び
寄
せ
申
し

候
。
先
頃
御
買
上
げ
に
致
し
候
藺
書
ど
も
を
読
み
候
所
大

に
益
を
得
申
候
。
」

こ
の
書
簡
に
よ
り
、
黒
川
が
佐
久
間
の
「
象
山
書
院
」
に
居

を
構
え
、
カ
ス
テ
リ
ー
ン
の
藺
書
で
の
閏
学
教
授
の
始
ま
り
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
同
年
六
月
二
十
一
日
よ
り
黒
川
良
安
と
い
う
閏
学
者
に

カ
ス
テ
リ
ー
ン
の
土
性
書
（
鉱
物
学
書
）
を
毎
日
三
枚
宛

訳
読
さ
せ
て
聴
聞
し
た
。
」

こ
れ
が
象
山
の
蘭
書
研
究
の
最
初
と
な
り
、
そ
れ
以
降
の
彼

の
学
門
の
方
向
が
転
換
す
る
に
至
っ
た
（
１
）
。
さ
ら
に
、
「
佐

久
間
象
山
言
行
録
、
二
三
。
蘭
書
の
講
修
」
に
は
次
の
如
く

記
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。

「
（
弘
化
元
年
に
）
象
山
母
の
病
を
省
せ
ん
が
為
め
松
代
も

帰
り
し
が
、
翌
年
復
た
江
戸
に
出
で
ぬ
。
当
時
彼
（
は
）

訳
書
を
読
む
毎
に
意
に
満
た
ず
、
如
何
に
も
し
て
薗
書
を

読
ま
ん
と
欲
す
る
の
念
切
な
り
き
。
偶
ま
加
賀
の
＊
黒
川

良
庵
を
象
山
の
門
に
執
る
。
良
庵
能
く
藺
書
を
読
み
、
毎

日
講
修
す
る
所
和
蘭
の
文
典
な
り
。
象
山
こ
れ
を
知
ら
ず
。

問
ふ
に
其
の
如
何
の
書
な
る
か
を
以
て
す
。
良
庵
答
へ
て

藺
文
法
な
ろ
を
云
ふ
・
象
山
良
庵
が
藺
書
を
読
む
を
知
り
、

驚
喜
措
く
能
は
ず
。
曰
く
経
書
は
君
我
を
師
と
せ
よ
、
閏

書
は
我
君
を
師
と
せ
ん
と
。
こ
れ
よ
り
刻
苦
勉
励
黒
川

生
三
年
に
修
む
る
所
僅
か
に
三
ヶ
月
に
し
て
こ
れ
を
終

わ
る
。
そ
の
消
息
は
松
代
藩
士
竹
村
に
与
ふ
る
の
書
翰
に

詳
か
な
り
。
」

＊
本
書
で
は
黒
川
良
安
を
良
庵
と
誤
記
し
て
い
る
。

な
お
「
小
伝
」
お
よ
び
「
年
譜
」
に
は
、
弘
化
元
年
（
屍
全
）

の
冬
に
は
、
象
山
は
長
野
・
沓
野
、
佐
野
、
湯
田
中
の
三
村
の

利
用
係
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
種
々
の
西
洋
の
物
産
な
ど
を
書
い

た
書
物
や
、
ま
た
『
造
物
疏
』
、
「
折
術
開
端
」
等
の
書
籍
を
読

ん
で
い
た
が
、
十
一
月
下
旬
に
松
代
を
発
ち
、
十
二
月
三
日
に

江
戸
に
戻
っ
た
。
同
月
九
日
よ
り
ま
た
黒
川
に
つ
い
て
和
蘭
の

文
法
書
を
学
習
し
た
。
こ
れ
よ
り
刻
苦
精
励
す
る
こ
と
六
十
余

日
、
弘
化
二
年
二
月
中
旬
に
至
り
て
対
濁
言
河
濁
の
業
を
卒
ふ
。

象
山
年
正
に
三
十
五
才
な
り
（
Ⅲ
）
。

こ
の
文
法
書
二
巻
は
「
和
蘭
文
典
」
で
あ
り
、
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